
企業価値向上のための戦略

社外役員による適切な関与・助言

コーポレートガバナンス会議（任意の指名委員会・報酬委員会）

（2023年6月現在）

役名 人数

社外取締役 4

社内取締役（代表取締役） 2

合　計 6

取締役会の意思決定

●透明性の向上
●客観性の向上

役割
以下の事項について取締役会に助言
・取締役及び監査役の候補者に関する事項
・取締役の報酬等に関する事項
・ その他経営（後継者育成、多様性への取組　
み等）に関する重要な事項

議長 社外取締役から選出

金融界を取り巻く経営環境の変化に対応し、健全な銀
行業務を通じて社会に貢献していく姿勢を明確にするた
め、企業理念を制定し、地域社会やお客さま、従業員、株
主の皆さまの信頼を得るとともに、当行の持続的成長と
中長期的な企業価値の一層の向上をめざしています。
その実現に向け、透明・公正かつ迅速・果断な意思決

定を行えるコーポレート・ガバナンス体制の仕組みとして、
監査役会設置会社を採用し、監査役会による監査機能を
有効に発揮させるとともに、独立性の高い社外取締役を
複数名選任して取締役会の監督機能を十分に発揮させる
ことに努めています。
また、会社法にもとづき、「内部統制システムの基本方

針」を制定し、当行ならびに当行子会社からなる企業集団
における業務の適正を確保する体制を整備しています。
そのほか、コーポレートガバナンス会議や各種委員会の
設置、IR活動の充実などについても取り組んでいます。
取り巻く経営環境が変化するなかで、コーポレート・ 

ガバナンスを強化・充実していくため、今後も必要に応じ
て体制の見直しを図っていきます。

当行は、コーポレート・ガバナンスの強化に努めていま
す。2023年6月現在、当行の社外役員比率は47％、女性
役員は2名となっており、社外役員の多様化を進めていま
す。また、「コーポレートガバナンス会議」を設置し、取締
役会の意思決定の透明性・客観性の向上を図っています。

コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方

コーポレート・ガバナンス

社外役員の選任・多様化

社外役員比率 （2023年6月現在） ■社外　■社内　■女性　■男性

6人 40%

1人 1人

2人 8人

2人
4人 3人 7人

社外取締役比率

60%

社外監査役比率

47%

社外役員比率

社外役員は7名全員「独立役員」

コーポレート・ガバナンスの強化

47


